
- 1 - 

平成３０年度第１０回千葉市建築審査会議事録 

 

１ 日 時 平成３１年１月１８日(金) 午後２時００分～午後２時５０分 

 

２ 場 所 千葉中央コミュニティセンター８階 会議室「若潮」 

千葉市中央区千葉港２－１ 

 

３ 出席者 

（１）委員 

森岡会長、島田委員、藤田委員、下川委員 

（２）行政庁職員 

建築部:浜田部長 

建築指導課:豊田課長、内山主査、武井技師 

建築審査課:松本課長、末田主査 

（３）事務局職員 

建築管理課:（幹事）小川課長、（書記）海保主査、染谷主任技師、丸山技師 

 

４ 議 題 

（１）同意議案の経過等報告 

（２）議案の審査 

※公開の議案 

ア 議案第１号 建築基準法第５５条第３項第２号の許可の同意について 

イ 議案第２号 建築基準法第５５条第３項第２号の許可の同意について 

ウ 議案第３号 建築基準法第４３条第２項第２号の許可の同意について 

 ※非公開の議案 

  エ 議案第４号 建築基準法第４３条第２項第２号の許可の同意について 

   

 （３）その他 

ア 次回の開催予定 

 

５ 議事の概要 

（１）同意議案の経過等報告 

議案第１号から議案第６号、議案第８号は１２月２７日付け、議案第７号は１月８日付

けで、許可した旨の報告が特定行政庁からあった。 
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（２）同意議案の審査 

ア 議案第１号 

「同意」と決定した。 

イ 議案第２号 

「同意」と決定した。 

ウ 議案第３号 

「同意」と決定した。 

エ 議案第４号 

「同意」と決定した。 

（３）その他 

ア 次回の開催予定 

次回定例会の開催は、平成３１年２月１５日金曜日午後２時からとした。その次

の定例会の開催は、平成３１年３月１５日金曜日午後２時からと予定した。 

 

６ 会議経過 

※公開の議案 

【議案第１号】 

 建築基準法第５５条第３項第２号の許可の同意について 

第一種低層住居専用地域の建築物の高さの制限の特例 

小学校(申請部分:昇降機上屋、給食室)の増築 

 

（１） 建築指導課説明 

この案件は、建築基準法第５５条第４項の規定により、建築審査会の同意を求める

ものです。 

「１ 該当条項」は、建築基準法第５５条第３項第２号、以下記載のとおりとなり

ます。 

申請理由でございますが、 

本案件は、学校であって、その用途によってやむを得ないと認められる小学校のエ

レベーターの設置及び給食室を増築するものです。 

千城台旭小学校は学校の適正配置により、千城台南小学校と千城台旭小学校が合併

して開校することに伴い、将来的に車いす児童が入学した際の負担軽減に配慮して

エレベーターの設置を計画しております。また、給食室につきましては、学校給食

衛生管理基準に基づき必要諸室を整備するため、増築が計画されたものです。 
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申請地は、設立時より当該許可を得て建築しております。今回増築のエレベーター

につきましても、最高高さ１０ｍを超えることから、法第５５条第３項第２号の規

定による許可申請がなされたものでございます。 

はじめに位置と周囲の状況ですが、スクリーンをご覧ください。お手元タブレット

では、最初の画面、案内図です。 

申請地は、千葉都市モノレール千城台駅から南東側に約１キロメートルの位置で、

赤枠でお示しした場所でございます。 

  申請地の西側、約７５０メートルの位置には、合併する千城台南小学校がございます。 

次に用途地域です。お手元では2ページをご覧ください。 

画面、赤枠で表示したところが申請地です。 

  申請地の用途地域は、水色でお示しした「第一種低層住居専用地域」で、最高の高さ

の制限は１０メートルです。申請地の東側には、緑色でお示しした「第一種中高層住居

専用地域」がございます。 

次に周辺土地利用現況ですが、３ページをご覧ください。 

画面、赤枠で表示したところが申請地です。 

周辺には、住宅や共同住宅がございます。 

次に、現況写真ですが、お手元では４ページをご覧ください。 

写真及びキープランに、赤線で表示しているところが申請地の境界線、青色で表示し

ているところが申請建物の位置でございます。画面、左上よりAからFまでそれぞれ

の方向の写真を表示しております。 

写真A・Dが北側道路から申請地を見た様子、写真Ｂが申請部分のエレベーターの位

置を見た様子、写真Ｃが西側道路から申請地を見た様子、写真Eが東側道路から申請

地を見た様子、写真Fが申請部分の給食室の位置を見た様子をお示ししております。 

次に配置図・建築概要ですが、お手元では５ページをご覧ください。 

画面左側にお示ししているのが建築計画設計概要、右側にお示ししているのが配置図

です。方位は上が北です。 

今回の申請は、配置図中央の昇降機上屋部分、高さ１４．９５メートルと、配置図右

下の給食室部分、高さ４．３７メートルの２つの部分を増築するものです。 

申請地は、昭和５１年に建築基準法第５５条に基づく許可を取得し、最高高さ１５．

１メートルの校舎を建築しています。 

次に平面図ですが、お手元では６ページをご覧ください。 

申請部分が２か所あるため、昇降機上屋部分と給食室部分を分けてご説明いたします。

先に、昇降機上屋部分からご説明いたします。上が２階平面図、下が１階平面図で、青  
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色でお示ししているのが昇降機上屋の部分です。昇降機上屋部分の延べ面積は５７．４

０平方メートル、鉄骨造４階建てで、既存校舎各階の廊下と接続します。 

次に３階平面図、４階平面図です。お手元では７ページをご覧ください。先程と同様、

青色でお示ししているのが昇降機上屋の部分です。 

 次に、昇降機上屋部分の立面図・断面図です。お手元では８ページをご覧ください。 

左上から東側立面図、X-X’断面図、Y-Y’断面図、下が北側立面図をお示ししております。

左上の立面図で、青色でお示ししておりますのが、増築するエレベーター部分で、高さは

14.95メートルと、既存校舎の高さ15.1メートルより低く抑えられています。 

 次に、給食室部分の1階平面図をご説明いたします。お手元では９ページをご覧くださ

い。青色でお示ししているのが給食室の増築部分で、延べ面積は、２４．９４平方メート

ル、鉄骨造平屋建てでございます。今回、学校給食衛生管理基準に基づき前室を設けるな

ど、部屋単位で区切り、作業動線を明確にするため整備計画がなされたものです。 

 次に、給食室部分の立面図・断面図です。お手元では１０ページをご覧ください。左上

より、西側立面図、X-X’断面図、Y-Y’断面図、下が南側立面図をお示ししています。上

段右側のY-Y’断面図において、青色でお示ししているのが給食室の増築部分、最高高さ

は４．３７メートルで、高さ１０メートル以内の増築となります。 

次に、等時間日影図です。お手元では１１ページをご覧ください。 

方位は上が北で、赤色でお示ししているのが申請地です。 

申請地の用途地域は第一種低層住居専用地域で、画面中央、緑色の実線でお示ししてい

るのが4時間以上、ピンク色の実線でお示ししているのが２．５時間以上日影になるライ

ンです。緑色の点線でお示ししているのが５Ｍラインで、４時間以上、ピンク色の点線で

お示ししているのが１０Ｍラインで２．５時間以上を規制し、いずれの実線も点線の範囲

内に収まっておりますので、日影規制を満足しております。 

次に、参考の等時間日影図です。お手元では12ページをご覧ください。東側道路の中

心線を用途境として、第一種中高層住居専用地域がありますが、第一種中高層住居地域の

規制値で検討いたしましても、今回の申請敷地内に等時間日影が収まるため、支障ありま

せん。 

 

 

（２）質疑意見等 

島田委員 エレベーターの設置は分かりますが、給食室の拡張が余り大きな拡張ではな

いですが、前室等細かく部屋を分けたことにより必要になった部分を今回増

築したという理解でよろしいですか。 

豊田課長 そうです、元々教室数、生徒数も大きな建物ですので、必要な面積は足りて
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いましたが、設置基準等が変わりました関係で諸室のレイアウトが変わった

ことによる増築です。 

島田委員 設置基準はいつ頃変わったのですか。 

豊田課長 平成２１年４月１日からです。 

下川委員 ４階建のエレべーターを今回増築ですが、選ばれる学校の優先順位があるの

ですか。 

豊田課長 車いす利用している児童がいる学校を優先的に設置します、来年入学するこ

とが分かっていれば優先的に。 

 下川委員 教育委員会で事前に把握していて障害者の方が、そのまま小学校に入学する 

      学校を優先的ということですね。 

      ５１年に許可していますが、今回２回目の許可ですか。 

 豊田課長 今まで４回許可しています、５１年校舎新築、５４年教室、渡り廊下の増築 

      ５５年教室の増築、平成２６年仮設校舎の増築です。 

 

 【議案第２号】 

建築基準法第５５条第３項第２号の許可の同意について 

第一種低層住居専用地域の建築物の高さの制限の特例 

小学校(申請部分: 昇降機上屋)の増築 

 

（１）建築指導課説明 

 この案件は、建築基準法第５５条第４項の規定により、建築審査会の同意を求めるも

のです。 

「１ 該当条項」は、建築基準法第５５条第３項第２号、以下記載のとおりとなります。 

申請理由でございますが、 

本案件は、学校であり、その用途によってやむを得ないと認められる小学校のエレベー

ターを増築するものです。 

千葉市立小倉小学校では、障害を持つ在学中の児童及び平成３２年に就学予定の児童が

いることから、児童及び教職員の負担軽減に配慮して、エレベーターの設置を計画してお

ります。 

これまでにも当該許可を得た敷地内の増築であり、今回増築のエレベーターにつきまし

ても、最高高さが１０メートルを超えることから、法第５５条第３項第２号の規定による

許可申請がなされたものでございます。 

はじめに位置と周囲の状況ですが、スクリーンをご覧ください。お手元タブレットで

は、最初の画面、案内図です。 



- 6 - 

申請地は、千葉都市モノレール小倉台駅から北側に約５００メートルの位置で、赤枠

でお示しした場所でございます。 

次に用途地域です。お手元では２ページをご覧ください。 

画面中央、赤枠で表示したところが申請地です。 

  申請地の用途地域は、緑色でお示しした「第一種低層住居専用地域」で、最高の高さ

の制限は１０メートルです。申請地の北側には、市街化調整区域がございます。 

次に周辺土地利用現況ですが、３ページをご覧ください。 

画面中央、赤枠で表示したところが申請地です。 

周辺には、住宅や共同住宅がございます。 

次に、現況写真ですが、お手元では４ページをご覧ください。 

写真及びキープランに、赤線で表示しているところが申請地の 境界線、青色で表示

しているところが申請建物の位置でございます。画面、左上よりＡからＨまでそれぞ

れの方向の写真を表示しております。 

写真Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｆが北側道路から申請地を見た様子、写真Ｄが西側道路から申請

地を見た様子、写真Ｅ・Ｇが南側道路から申請地を見た様子、写真Ｈが申請部分の位

置をお示ししております。 

次に配置図・建築概要ですが、お手元では５ページをご覧ください。 

画面左側にお示ししているのが建築計画設計概要、右側にお示ししているのが配置図

で、方位は上が北です。 

今回の申請は、配置図に青色でお示ししております昇降機上屋部分で、延べ面積４０．

２３平方メートル、鉄骨造３階建てを増築するもので、既存校舎の各階と接続します。 

申請地は、昭和４９年度に当該許可を取得し、最高高さ１２．１メートルの校舎を建

築しています。 

次に１階平面図ですが、お手元では６ページをご覧ください。 

青色でお示ししているのが昇降機上屋の部分でございます。 

次に２階平面図です。お手元では７ページをご覧ください。先程と同様、青色でお示し

しているのが昇降機上屋の部分でございます。 

 次に３階・４階平面図です。お手元では８ページをご覧ください。先程と同様、青色

でお示ししているのが昇降機上屋の部分でございます。 

 次に、立面図・断面図です。お手元では９ページをご覧ください。 

上から北側立面図、東側立面図、西側立面図、Y-Y’断面図をお示ししております。左下の

東側立面図に青色でお示ししておりますのが、増築するエレベーター部分で、高さは1１.

５メートルと、既存校舎の高さ1２.1メートルより低く抑えられています。 

次に、等時間日影図です。お手元では１０ページをご覧ください。 
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方位は上が北で、赤色でお示ししているのが申請地です。 

申請地の用途地域は第一種低層住居専用地域で、画面中央、緑色の実線でお示ししてい

るのが4時間以上、ピンク色の点線でお示ししているのが２．５時間以上日影になるライ

ンです。緑色の点線でお示ししている５Ｍラインで４時間以上、ピンク色の点線でお示し

している１０Ｍラインで２．５時間以上を規制し、いずれも規制の範囲内に収まっており

ますので、日影規制を満足しております。 

 

（２）質疑意見等 

島田委員 エレベーター設置は良いのですが、多機能トイレの設置も決まっているので

すか、個別にやっているのですか。 

豊田課長 耐震工事、トイレの洋式化、多機能トイレの設置については計画的に設置し

ていますが、オストメイト等特別に対応が必要な児童がいる場合は臨時に設

置を教育委員会で検討しています。 

下川委員 去年の法律改正で日影規制の特例許可は、許可を受けた敷地内での増築につ

いて建築審査会の同意が不要になる場合がありますが、最高高さの限度の特

例許可についても同様ですか。 

内山主査 日影規制の特例許可だけです。 

  

 【議案第３号】 

  建築基準法第４３条第２項第２号の許可の同意について 

  (包括同意基準２－３に適合) 

敷地等と道路との関係の特例 

一戸建ての住宅の新築 

 

（１）建築審査課説明 

 議案第３号は、建築基準法第４３条第２項第２号の規定により、建築審査会の同意を求

めるものです。 

該当条項は、「建築基準法第４３条第２項第２号」です。 

申請者以下は議案書に記載のとおりです。 

なお、本案件は包括同意基準２－３に適合するものです。 

始めに位置図ですが、資料１ページをご覧下さい。 

計画敷地は、JR外房線の誉田駅南口より西へ１ｋｍほどの場所で、位置図では、誉田保

育所の西側に位置し赤線で囲んだ場所です。 

黄色で塗られた部分が、今回ご審議いただく通路です。 
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 次に、スクリーンと併せてお手元のタブレットの資料２ページをご覧下さい。「現況図

兼計画図」です。 

計画敷地は、赤線で囲んだ場所で、計画建物は、木造２階建ての一戸建て住宅を建築す

るものです。黒三角は玄関の位置を示しています。 

 黄色で塗られた通路の幅員は４．０ｍ、延長長さは１１．９ｍです。 

次に同じページで法第４３条のただし書きの経過につきまして説明いたします。 

申請建物の左側に位置するＡの敷地で平成２０年度に一戸建て住宅の建築の際、建築審

査会の同意を得て許可しております。 

次に包括同意基準２の３に適合するチェックシートをご覧ください。 

（１）イの欄、通路幅は４．０ｍあります。 

ウの欄、通路の長さにつきましては、１１．９ｍです。 

オの欄、将来にわたり、幅員４ｍ以上の通路とし、かつ、一般の交通の用に使用す

ることについて関係権利者の承諾があります。 

カの欄、排水につきましては、 

汚水は通路の公共下水道管に、雨水は通路部分のＵ字溝に放流する計画としてお

ります。 

以上の様に本案件は、包括同意基準の２の３に適合しております。 

なお、道路位置指定につきましては、転回広場等の設置について地権者の協力が得

られないため、指定を受けることができませんでした。 

 

（２）質疑意見等 

 森岡会長 転回広場は、要件として必要になるのですね。長さの関係ですか、 

      道がぬけているようですが。それでも必要ですか。 

松本課長 位置指定基準では通りぬけている道が建築基準法による道路ではないため、

行き止まりの道路とみなされ転回広場が３５ｍ以内に１か所必要です。 

下川委員 Ａは平成２０年に審査会の同意を得ているが、この道は何処まで続いている

のですか。 

松本課長 位置図を見ていただくと分かりますが、先まで繋がっています。 

 

  


